
令和４年２月定例会 本会議 ２日目  川 口  健  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．伊豆山土石流災害と今後起こりうる災害への対応について 

伊豆山土石流災害から８カ月が経過し、本格的な復興も進んでいない状況ではあるが、今回の災害

対応をどのように検証するのか、また今後の災害への対応は。 

 

２．今後の水道料金について 

令和２年度決算時の財政計画では、料金改定率は１２％でした。しかし、今回の財政計画を見ると

１６％とあり、４％も上がっています。これは市民にとって大きな負担であり、なぜ令和６年度に１

６％もの大幅な料金値上げをしなければならないのか。 

また、県水の受水費が毎年約８億円発生しており、支出の約５０％を占めています。受水費の負担

が少なくなれば、改定率も抑えられるのではないか。 

 

３．コロナ禍における対策について 

令和４年度施政方針は「伊豆山土石流災害からの復興と長期化するコロナ禍を乗り越えていく年」

です。 

 令和４年度当初予算において、市内経済を支援していくため、どのような施策・予算を盛り込んだ

のか。 

 

４．熱海型ＤＭＯの構築について 

施政方針では「熱海市観光基本計画」の推進と、ウィズコロナでの「オール熱海」体制づくりとし

て「熱海型ＤＭＯ」を形にすることが必要だとしています。 

併せて安定的な観光財源の確保策、具体的には宿泊税の導入について議論を再開させることと思い

ますが、熱海型ＤＭＯ構築の進捗状況について。 

 

５．新型コロナウイルス感染症に係る予防接種経費について  

高齢者のみならず、市民誰もが少しでも早く３回目のワクチン接種を受けることが、生命の安全お

よび市内経済の回復につながる重要な手段と考えます。 

２回目のワクチン接種から６カ月経過した対象者に速やかに接種券を交付し、予約していただくこと

が早期接種につながると考えますが、現在熱海市では３回目接種をどのように進めているのか、また

今後どのように進めていくのか。 

 

６．子ども医療費助成制度の対象年齢の拡充について 

現在、高校３年生までの子どもにかかる医療費に対する自己負担額を全額助成しているが、子育て

支援策の一つとして助成対象年齢を２２歳まで引き上げることはできないか。 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  杉 山 利 勝  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

議案第１号 令和４年度熱海市一般会計予算・令和４年度予算・施策（案）の概要 

１．伊豆山土石流災害からの復旧・復興 

（１）復興まちづくり計画の策定について 

①伊豆山地区の復旧、生活再建に向けた復興まちづくり計画策定のための予算 76,800 千円の内

容について 

（２）伊豆山ささえ逢いセンターについて 

①伊豆山ささえ逢いセンター運営経費の予算6,671千円の内容について 

（３）被災事業者復旧支援について 

①被災中小企業復旧支援事業費補助金及び被災漁船復旧支援事業費補助金の内容について 

 

２．コロナ禍における対策 

①本市は高齢化率も高く、基礎疾患を有している方も多い。重症・中等症・軽症などの割合につい

て把握されているのか 

②比較的軽いとされるオミクロン株だが、後遺症についてはいかが把握されているか 

③３回目のワクチン接種の状況と未接種者を含めた今後についての取組はいかがか 

 

３．今後の重点施策 

（１）熱海版地域包括ケアシステムの構築・重層的支援体制整備事業への移行準備について 

①移行準備ではどのような点を課題ととらえ進めていくのか 

（２）観光地経営の仕組みづくりについて 

①SNS映えするテナントが今のまま増えていった場合、どこにでもある金太郎あめのようなまち、

商店街にならないか、ひいては熱海市全体の魅力の低下につながらないか、といった懸念も感

じるが、魅力ある観光地、魅力ある商店街について当局のお考えはいかがか 

②商店街の経営者たちは、できるだけ商売を続けたいと思う反面、高齢で商売ができなくなれば

テナントへの貸し出しもやむなしと考えている。一定程度是認できる部分と現実のはざまでも

がいている商店街の現実があるが、ＤＭＯはこのような商店街に対して解決策を提供できるも

のなのか 

（３）地域コミュニティ活動の支援について 

①本市は高齢化が進み地域人口が減少し、人材が枯渇し、子供たちが地域から消えている。そう

した地域コミュニティの現状と正面から向き合っているといえるか、そういった地域コミュニ

ティ活動の支援をしているといえる予算か 

 

  



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  竹 部  隆  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．議案第１号 令和４年度熱海市一般会計予算について 

①４款衛生費から新型コロナウイルス感染症自宅療養者等への食料等支援経費について 

②７款土木費から復興まちづくり計画策定業務委託他について 

 

２．令和３年度版 熱海市の福祉・健康から 

 ①高齢者の外出支援政策はどのように進められているのか 

 ②障がい児・者政策への熱海市の取組について問う 

 

３．公営企業会計の水道料金値上げ延期について 

 令和５年度に予定されていた水道料金１２％値上げを１年延期するとのことだが、公営企業会計及

び一般会計にどのような影響があるか 

 

４．国際医療福祉大学熱海病院循環器内科の外来患者制限について  

本年１月に循環器内科部長名にて外来診療患者へ、ここ２年以内に入院歴のない患者については地

域の開業医への受診を願いたい旨の通知が届けられているが、市長は承知しているか 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  髙 橋 幸 雄  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．議案第１８号 熱海市伊豆山土石流災害に伴う固定資産税及び都市計画税の減免の臨時特例に関

する条例について 

 ①固定資産税・都市計画税の減免の適用を受ける該当者数及び減免税額については、どのように想

定されているのか。 

 ②甚大な被害を受けた伊豆山地区においては、継続的な被災者支援が求められるが、固定資産税等

の減免は令和４年度以後も継続して適用することができないか。 

 ③今回適用する税目以外の税目についても、減免措置の対象とすることはできないか。 

 

２．伊豆山土石流災害について 

 ①直轄砂防災害関連緊急事業の進捗状況を聞きたい。 

②伊豆山港に流出した山石を利用し漁礁を作るという計画があると聞いているが、どのようになっ

ているか。 

③伊豆山港の休憩施設は土石流により被害を受け、このほど公費解体の予定と聞いている。その施

設は、静岡県が創設した「被災中小企業復旧支援事業費補助金」などの復旧支援を受け再整備さ

れる予定であるが、肝心の水道と電気が整備されていない。この事につき当局はどのように考え

ているのか。 

④公費解体について。 

⑤災害義援金について。 

⑥熱海市消防団第４分団の現況について。 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  稲 村 千 尋  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．難波副知事は昨年７月７日の伊豆山土石流に関する記者会見で、「まだ落ちていない盛土がある」

と発言されています。熱海市はこの地域の安全対策をどのように進めるお考えか。 

 

２．伊豆山の盛土工事に深く関わった業者が、「日金と伊豆山については、いつか崩落する恐れはあ

る」と、静岡県に訴えていました。熱海市は日金については、今後どのように対処するお考えか。 

 

３．伊豆山の盛土崩落起点部分に隣接する山の尾根に、太陽光パネルが設置されています。この個所

は施工内容に不備があり検査済証は交付されていませんでした。その後、改修工事は行われ検査済

証は交付されたのか。 

 

４．新型コロナウイルスについて 

 

５．所有者の不明な土地対策について 

 

６．新年度の当初予算と施策案について 

①地域経済活性化対策経費について 

②観光客誘客促進経費について 

③子育てしやすいまちづくりについて 

④高齢者施策について 

 

 

 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  田 中 秀 宝  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．議案第１号 令和４年度熱海市一般会計予算について 

 

２．議案第２号 令和４年度熱海市国民健康保険事業特別会計予算について 

 

３．来宮浄水場整備方針について 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  米 山 秀 夫  議員  (２－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．起雲閣を中核施設とした文化施設包括的指定管理者制度の導入について 

（１）市長の施政方針は、議会への提案説明と内容が不一致で、特定公募と公募を同時に行う表現で

あり施政方針に齟齬が生じ、何を行おうとするのか理解できない。説明を求める。 

（２）指定管理者制度の指針を所管する行政事務改善委員会は、どのような検討を行ったのか。 

（３）対象施設は、起雲閣以外の５施設が市の直営施設であり、令和２年度までの５年間の赤字額は

169百万円。この赤字体質を指定管理者制度の導入によって改善できるか。 

（４）対象施設の継続性を確保するため利用料金併用制をとり入れるということだが、より詳しい説

明を求める。 

（５）対象施設の澤田政廣記念美術館と対象外の中山晋平記念館は、梅園の施設でありながら取扱い

が違う。説明を求める。 

（６）（仮称）熱海文学館は、令和５年４月に開館予定なのに指定管理者制度の導入をしない説明を

求める。 

（７）凌寒荘は、制度を導入すると入館料無料施設のため指定管理料だけの管理になり利用料金併用

制に該当しない。６施設一括管理に入れると制度の乱用になり、このため、指定管理料の指定管

理か直営管理の選択になるが市の認識を伺う。 

（８）６施設のボランティアの高齢化を改善するとなると、指定管理者に各施設の対策をどのように

求めるのか。 

 

２．水道事業会計等の財政計画について 

（１）令和５年度に改定率１２％で予定していた水道料金の改定を、令和６年度へ改定率１６％で先

送りし、温泉料金１８％の改定と同時に行う考えか。また、その時の料金改定額を一般的旅館・

ホテルと個人住宅を例にとって示して。 

（２）水道料金改定を１年先送りすることにより財政的な不足分6,500万円を一般会計から繰り出す

ことの説明を求める。 

（３）温泉料金の令和６年度１８％改定の増加について説明を求める。 

（４）令和５年度に予定している水道料金改定を令和６年度に先延ばしする話を何故今発表するの

か。 

 

３．伊豆山土石流災害について 

（１）７月３日の発災当時、源頭部における市水道管の破損により溢れ出た水道水の量について、県

の発表した総流出量900㎥を遙かに上回る3,778㎥の水が送水されていたデータがある。この事

情の説明を求める。また、送水データを管理している委託業者側による機器故障等について、説

明資料の提出を求める。 

 

 



令和４年２月定例会 本会議 ２日目  米 山 秀 夫  議員  (２－２) 

 

質 疑 質 問 事 項 

（２）平成２６年６月２３日、源頭部北側隣接地Ｃ工区におけるがれき類の不法投棄について業者と

県と市の関係者が打ち合わせした時の県の記録に、業者と思われる方が「市長とも話をしながら、計

画を固めている段階である。」と書かれている。 

①この記述は事実か。 

②事実の場合、具体的にどのような打ち合わせをしたのか。 

③打ち合わせした内容について、その後、現場を確認した事はあるか。 

 

４．骨髄を提供するドナーの「休暇制度」について 

白血病などの患者の治療へ、骨髄移植を望みながらも受けられない患者は少なからず存在する。移

植できる数を増やすために、骨髄を提供するドナーが採取などの際に仕事を休めるようにする「休暇

制度」の整備が大切。市にあっても「ドナー助成制度」を導入する考えはないか。 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  後 藤 雄 一  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．議案第１号 令和４年度熱海市一般会計予算について 

（１）２款４項３目 参議院議員選挙費について 

投票所など、前回選挙から改善するべきことの検討はされたのか。 

 

（２）２款５項２目 地震対策費中 非常用備蓄食糧消耗品費2,495千円について 

消費期限が近くなったものは廃棄していると聞いているが、単に捨てるのではなく様々な活用が

できないか。 

（３）６款１項２目 観光戦略費中 観光戦略策定・推進経費について 

大河ドラマを契機とした誘客宣伝業務委託料15,000千円の内容を説明して。 

 

（４）７款１項２目 駅前広場管理費中 熱海駅前広場等の管理経費33,617千円について 

①熱海駅前広場喫煙所新設工事費4,000千円が計上されている。設置場所等の計画内容を説明し

て。 

②バスロータリーへの誤進入が改善されない。案内表示板の見直しについての認識を伺う。 

③足湯・タクシー乗り場付近の照明が暗いとの指摘がある。防犯灯の増設を考えられないか。 

 

（５）９款２項２目 教育振興費中 保健管理経費12,480千円及び９款３項２目 教育振興費中 保

健管理経費6,148千円について 

小中学生の歯の健康のために行われていることは何か。 

 

（６）９款５項４目 公民館費中 市民教室（高齢者向けスマホ教室）事業192千円について 

内容を詳細に説明して。 

 

 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  泉明寺 みずほ  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．議案第１号 令和４年度熱海市一般会計予算について 

（１）３款１項２目 身体障害者・知的障害者福祉費のうち、重度身体障害者紙おむつ支給費816千

円について 

なぜ、重度身体障害者のみなのか。知的障害者も対象にすべきではないか。 

（２）４款１項１目 保健衛生総務費のうち、あたみっ子出産応援金2,200千円について 

胎児一人につき2万円の支給に見直しはないか。 

（３）４款１項２目 予防費のうち、子宮頸がん予防接種業務委託料8,514千円について 

令和４年４月以降、接種の積極的な呼びかけが再開されると聞くが、熱海市における接種計画は

どのようなものか。 

（４）６款２項２目 商工業振興費のうち、事業者支援業務委託料20,000千円について 

過去、Ａ-ｂｉｚとして行われてきた個店支援の考え方とどう違うのか。また、各地域単位での

事業者支援が有効と思われるが、そのような委託を可能とする検討はされているか。 

（５）６款２項２目 商工業振興費のうち、ワーケーション施設等環境整備促進事業費補助金20,000

千円について 

  ワーキングスペースとして地域の公民館等を活用することができたら地域の活性化に繋がる。そ

のような活用の仕方にこの「ワーケーション施設等環境整備促進事業費補助金」を利用できるか。 

 

２．伊豆山土石流災害からの復旧・復興について 

（１）いつまでに何をどうしたいと考えているか。伊豆山復興基本計画、伊豆山復興まちづくり計画、

伊豆山復興事業計画は本年中に作成するのか、もっと早くか。その工程を示して。 

（２）復旧・復興業務に携わる職員の勤務態勢はどのような状況か。 

 

３．教育政策について 

（１）令和４年度の教育政策についてどのように考えているのか。 

（２）生理の貧困問題について、対応すべき問題と捉えながら今回予算立てされていない理由は。 

（３）学力調査の結果をどのようにとらえているか。 

（４）ＩＣＴを導入したことによる効果はどこにあるか。 

 

４．火葬場施設等の管理運営について 

 伊豆山土石流災害時における火葬業務の課題並びに葬儀形態の変化を踏まえ、葬祭施設の広域利用

並びに葬祭業務の管理運営方法見直しの検討を進める必要があると思うが、市の認識を伺う。 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  山 田 治 雄  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．熱海市職員定数条例に関して 

 

２．熱海市の会計年度任用職員の処遇改善に関して 

 

３．市内小・中学校教員の定数と働き方改革の状態について 

 

４．静岡県土採取等規制制度担当者会議について 

 

５．熱海市の財政の現状について 

 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  橋 本 一 実  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．施政方針と令和４年度実施施策に関して 

 

２．伊豆山土石流災害に関して 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  小 坂 幸 枝  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．災害時の危機管理について 

①施政方針「『わたしの避難計画』の普及促進に取り組む」とは、具体的にどういう内容か。 

②伊豆山土石流災害では大雨警報や避難情報が出されていたが、その伝達方法・受け止め方に問題

はなかったか。 

③行政や住民の中に盛土の危険性がどこまで共有されていたか。 

 

２．コロナ対策について 

①コロナ陽性が確認された場合、保健所の初期対応はスムーズに行われているか。 

②県ホームページによると自宅療養者数が入院・宿泊療養者数の１５倍ほどになっているが、自宅

療養者への支援は適切に行われているか。本市の自宅療養者数は。 

③市内で高齢者施設でのクラスターが発生したが、その時の状況や、県や市の対応は。その後の施

設内での感染防止対策は。 

④第６波で市内の小・中学校の学年閉鎖、幼稚園・保育園・こども園での休園措置がとられたが、

そのために仕事に行けなくなった保護者の相談はどこで受け、どのような対応をしているか。 

 

３．おたふくかぜワクチンについて 

①本市においておたふくかぜが流行した年があったか。何人くらい罹患したか。その年齢層は。 

②おたふくかぜの症状と合併症は。 

③おたふくかぜの予防接種はどのような形で実施されているか。自己負担額はどのくらいか。 

 

 



令和４年２月定例会 本会議 ３日目  村 山 憲 三  議員  (１－１) 

 

質 疑 質 問 事 項 

１．①齊藤市長は伊豆山土石流災害の被災者に寄り添い、かつ今後の観光地熱海が復活できる再建策

はあるか。 

②齊藤市長に熱海市の２０２０、２０２１年度の税収事情及び今後の財政運営を考察して、財政

再生団体に転落しない打開策があれば説明してください。 

③齊藤市長は本年９月の熱海市長選に出馬して、市民に対して責任を持って積み残した難題に取

り組む気迫と気力はあるのか。 

 

２．熱海市内でこの２年間に及ぶ市内事業者の休業や廃業、解散した企業数、及び事業継続が困難に

なっている事業所数について把握しているか。また、アフターコロナを見据え熱海市内の事業継続

アンケートは取っているか。 

 

３．地方創生プロジェクトの進行・加速化に向け、新たな人口増加策と集客が望める商業施設として

都内で実践し成功しているトレーラーハウスを市有地に導入して実証実験することを提案するが、

当局の考えを質します。 

 

４．熱海市の今後の人口増加にも資する策として首都圏からの若手起業者誘致促進を視野に、新規移

住者用市営住宅建設計画を提案するが、その可能性についてお答えください。 

 

５．自民党の平将明議員が｢新しい資本主義｣の柱になるＮＦＴやＷｅｂ３についての優位性を藤原崇

財務大臣政務官に質問し、平議員は自民党ＮＦＴ政策検討プロジェクトチームの座長に就任しまし

た。ＮＦＴやブロックチェーンを成長戦略と位置づけ、税制改正提案も視野に議論を進めています。

ＮＦＴ、暗号資産、ブロックチェーンに関する知識とその活用が、熱海市の財政再建と今後の復旧、

復興に向けて大きな鍵を握ると思いますが、どのように考えるか。 

 

６．２０２５年４月に開催予定の「大阪万博」に、熱海市も東京オリンピック・パラリンピックでホ

ストタウン締結をしたブルネイ・ダルサラーム国との観光と経済促進を視野に入れて参加する方針

のようですが、具体的な戦略があればお答えください。 

 

 

 

 


